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倍數性による西瓜のビタミンB_1含有量の変異,

特に同一組織内の変異率について(予報)

飯 島 隆 志

Effect of polyploidy on vitamin B_1 coutent of water melon,specially on the ratio of 

variation of vitamiu B_1 content in the same tissue.(Preliminary report.)

T.Iizima

Ⅰ.緒 言

倍数性によるノ比率成分の変仙こ関しては既に多

くの報告(2)(9)(2事)02)(2Jl)C26)(28J'があO,又筆者も

大根のビタミンB1について特に同一植物体内の異

器官による変異率の差異の一端について明かにし

た(8)が,奉安験は之に引続いて西瓜の倍数性によ

るビタミンB1含有量の弊異,特に同一組織内の変●

異率についての一端を明かにする目的で行ったも

のである｡

本質験施行にあたり,試料の由供を戴いた栽培

畢研究室に封し探甚なる謝意を表する｡

Ⅰ.萱故材料及方法

実験材料には信州木畢農学部附鼠農場で革増中

の新大和二敬と,コJtヒチン虞理により育成した

四偲体,及び四倍体と二倍晩の交葦割とより育成し

た三倍件を供しナこ｡

賓験に供するに先立ち西山博士法(14) により倍

数性の確認を行ったo

ビタミンB1の分析法はチオク｡-ム(Thiochr-

om)汰 (17)q)蛍光分析で行い,一路ビタミンB1含有

量を出した｡

分析紘二資料宛に分けて行vl,各資料は更に二

分して分析を行い平均値を出した o '

臥雪駄結果及考察
西瓜新大和二既の二倍体,三倍体,四倍体の果

肉に於ける中央部柔組紋と桂子周園部柔組紋のビ

タミンB1含有量は第一表の如くであった｡

第一表 西瓜の二倍体,三倍体,四倍体果

肉部ビタミンB1含有量

資料BEjl ･O-×
.JO-× 13× ‡4×
中央部慣孟宗匝央部慣晶副中央部周蒜

即ち中央部柔組粒で三倍体は二倍体の46-54%
堰,四倍体紘86-94%噂を示し,叉種子周囲部柔

組紋で三倍体は二倍陣の36-48%,四倍体は93-

97%の共に著しい増加を示 している｡

こlに種無西瓜の三倍体でも明かに二倍体より

増加を認める事が出釆叉本質験での四倍体までで

は倍数性には 比ゞ例してビタミンB1濃度を増加し

ている事が認められる.

化学成分の倍数性による襲要具に囲しての従衆の

報薯では,その増加を認めているものと減量を認

めていろものとの二面があるO

即ちdRAEAV及びZILYA氏(1931)(.')G6TELIN

氏 (1935)(2=')は革具に於て 二倍性より三倍性の

方が ビタミンCの含有量が 大であるとし,叉

KoSTOFLF及びAxAllITiTIAYA氏(1935)(9)は蕃茄

の同質四倍体は原種に此し多重の窒素,蛋白質を

合む等を明かにし, RANDOLPH 及び HANI)氏

(1938)(06)は玉萄黍のカロチノイドの含量を測

定して原軽より増加を認め,又同氏(1939)(つ｣)紘

蕃茄の同質四倍植跡に於て窒素,糖分,有頼酸等

の増加を認め,BARR及び NEWCOITIER氏 (193

4)(!8)は甘藍の四倍休は二倍体よりビタミンC及

び群分の増加を認めていろO

野口,岡及び大塚氏(1940)(:l)は栽培塩草 ｢米

国種｣の同質四倍植物の葉に有機成分として総窒

秦,有厳酸,エーテJt浸出物,揖指等は染色体数

の倍加と共に増し,仝糖分及び還元糖は反封に減

少している事を認め,又顛摂成分の内石衣,苦土

加盟を増加し,硫黄及び排酸は減少していると報

告しているO･

筆者(8)の大根の美濃早生,甘藍両品種の二倍

体と四倍体のビタミンB1の比較で抹明かに増加を

詑め又,菓部と根部でその野草率が異り根部の方

が真部に比'して著しく大である等%.明かにしたO



倍数性による西瓜のビタミンB1含有量の変異特に同一組紐内の建具琴について(予報)･･････(ll)

そこでこの撃異率に閲達し,西瓜の場合同じ果

肉内の異る部分では変異率を異にするや否やを明

かにするために果肉中央部柔祖語と種子の周園部

の柔組織のビタミンB1の望異率を比較したのが第

二表である｡

第二表 倍数性による西瓜ビタミンB1含有

量の同一組織内に於ける変異率

部 一/ 分 画 叫2× I3×/可 4×/2×
果 肉 中央 部

柔 組 得

薄衣によると明かな差が詔められ卑小.即ち西

瓜の果肉に於ける同一組績内で紘変異率を異にし

ない事が認められた｡

従って本署験結果及び前報(S)大枚に於ける結果

を綜合すると,猶■多くの資料を必要とするのであ

るが,一腰同一宥直物体内でも合有成分の変異率を

異にし或は同じくする器管組粒等の軍使が存在す

るのではなかろうかという事が考えられ 合有成

分を支配する遺俸子の倍数性による重複のための

能力の増減は極めて複雑である点を示唆している

様に思われろ｡

なお本署験によると,種子周園部の柔組紐は中

央部の柔組織より極めて少量ではあるが,ビタミ

ンB1の含有量が少小康セある.

1 Ⅲ･摘 要

1.本箕験は西瓜所大和二班の二倍体三倍柊四
倍体を供し,果肉内のビタミンB1含有量の変異特

に同一組祷内の撃異率について明かにするために

行った｡

2.染色体数の増加に従い四倍体まではビタミ
ンB1含有量の増加を認めた0

3.回-果肉柔紐綾内に於豆る異った部分問に

は倍数性によるビタミンB1含有量の奨異率に差を

認めなかった｡

4.同一個体果肉内での中央部柔組駿と種子周
国都乗組頂とに於けるビタミンB▲含有量に短 く僅

かであるが差が認められ,種子周囲郡の方が幾分

少い按であるO
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